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〇 「リーダー奮闘記」 ・・対外行事・学校行事への全力の取組を讃えて・・ 

 「スポーツ交流会を通して」           リーダー 2 年 原田 郁美 

7 月のスポーツ交流会で私たちの学校は２位という素晴らしい成績を残しました。

長縄飛びや５色綱引き、ドッヂボール、リレー等の競技の他、１・２学年のアピール

発表があり、課題や試験、実習という忙しい中で練習しました。各学年のスケジュー

ルが中々合わず、合同練習の機会が余りなく、不安や焦り、苛立ちを覚え、時には学

生同士がぶつかり合うなど辛い日々が続きました。そんな中当日になり、全学年一致

団結して参加する姿を見て私は感動に包まれました。成績よりもみんなとスポーツ交

流会に参加できリーダーをやってよかったとの気持ちがこみ上げ涙が自然と溢れまし

た。ここまでこんな素晴らしい思い出ができたのも先輩や後輩、先生方、そして仲間

のお陰であり今後もこの気持ちを忘れずみんなと一緒に頑張っていきたいと思います。 

「第 19 回学校祭を終えて」          実行委員長 2 年 石川 優真 

学校祭の準備期間は、全学年、実習やテスト課題等で忙しい中、みんなで協力し合

って素敵な学校祭ができました。私自身みなさんの頑張りを見たり、沢山の人に声を

かけていただいて本当に元気をもらいました。スケジュールでは時間が少なく忙しい

面もありましたが、皆さんのおかげで一度も辞めたいと思ったことはありませんでし

た。学校祭では良いことも悪いことも色々なことを学ぶことができたので、それをこ

れから活かしていきたいと思います。辛いこともたくさんありましたが、実行委員長

をやって本当に良かったと思います。最後に、学校祭に関わった全ての方々に心から

感謝を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。 

◇◇◇ 第１学年 「市内見学を終えて」Ⅲ（感想文の抜粋を随時掲載）◇◇◇ 

○（前略）富良野演劇工場では、宿泊セミナーでもお世話になった太田さんに施設の説明をい

ただきました。設立には倉本聰さんが関わっておられ、演劇にふさわしい観客席の数、位置・

高さ、舞台の奥行き・広さなど、観客中心に考えられた構造となっており、一番驚いたのは小

さい子供がいる家族用に二重防音のきいた個室があることでした。また出演者がリラックスで

きるよう緑に囲まれた一面ガラス張りの部屋が設けられており、「またここで芝居をしたい」

と思われるのだと感じました。沢山の配慮がある施設を見学させて頂きとても貴重な経験とな

り、「演劇」という文化がもたらす豊かさに触れることができました。（後略）1 年 惣名 生絹 

               * 都合により今号の本欄は１名分の記載となり次号に続きます。 



・・・SCHEDULＥ・・・  ９／３～１０／24 の行事・動向（含終了） 

□ ９／３（月）３年生実習４クール目開始 

□ ９／５（水）芸術鑑賞～北海道立近代美術館（札幌市；１年生 30 名） 

□ ９／18（火）２年生成人Ⅰ実習開始（～９／28 金） 

□ ９／24（月）３年生実習５クール目開始 

□ 10／15（月）３年生実習６クール目開始  

□ 10／17（水）～18（木）1 年生看護技術試験 

□ 10／24（水）就職説明会（１・２年） 

  

            耳よりヘルシー ＨＥＡＬＴＨＹ トピックス  

～潜在危険と健康・安全～ 身の回りに潜む危険を予測し事故災害から身を守ろう！ 

「潜在危険」とは、誰の目にも明らかで目に見えやすい「顕在危険」に対し、現状で

は直接目に見えない、見えにくい危険要因のことを言う。焦りや不安、体調不良、急な

身体運動などの主体的要因、悪天候や薄暮による視界不良、狭い道路や未整備の場所等

の環境的要因がある。けがや事故を未然に防ぐためには、これをいかに事前に予知して

避けるかが重要である。いつ、どこで、誰にも起こり得る交通事故に遭わないためにも

この「潜在危険」の怖さを認識しよう。（日本スポーツ振興センター学校安全ｗeb より） 

     †††  あ・ん・て・な  ANTENNA  ††† 

□  猛暑の中、熱い１日！ ・・・第 19 回富良野看護専門学校祭・・・   

８／25（土）は本校学校祭が開催され、午前中は「学内発表会」で「男・女装コンテス

ト」や「バンド演奏ライブ」に学生の熱い歓声が上がりました。食中毒警報が発令され

る猛暑の中、午後は一般公開。ホールではお茶会が、縁日では焼きそばや焼き鳥、スイ

ーツやドリンクが販売され、スタンプラリーで「展示」「看護体験」「お化け屋敷」「ブリ

ザーブドフラワー」に参加を促す趣向もあり、多くの市民、未来の看護学生？の子供た

ちが多数ご来校されました。日程終了後、学生自身の焼き肉パーティーがあり、暑さを

吹き飛ばす食欲がみなぎっていました。皆さまのご協力・ご支援に深く感謝いたします。 

   ささやき  Ｓ＆Ｔ ・・・ 学生の、教員の、みんなの声 

Ｓ：夏休みが終わり、札幌での美術鑑賞も終わり、いよいよ 10 月に行なわれる総合技術試

験に向けての練習を始めています。無事に実習に行けるようにしっかりと練習を頑張り

ます。（１年小野田有希） Ｓ：２年生が中心になって動いた学校祭も無事に（？）に

終了することができました。至らない点が多々あり、苦戦したこともありましたが、大

きな問題もなく学校祭を運営できてよかったです。（２年Ｙ・Ｋ） 

T：猛暑を乗り切り、ようやく過ごしやすい秋の気配のこの頃・・・学生たちは新たな熱い 

目標に向かって歩き始めています。３年生はケーススタディ締め切りが目前、２年生は成

人看護学実習Ⅰ、１年生は技術試験に向けて猛練習の開始と各々目標を持ち日々努力の道

を進んでいます。一つまたひとつと一歩一歩共に頑張っていきましょう。（教員 渥美孝子） 


